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１．はじめに 

 農業環境インベントリー展示館は、農業環境インベントリーの目的や内容を紹介するために、

2005 年 4 月、それまで別々に設置されていた「土壌モノリス館」、「昆虫標本館」、「微生物標

本館」の展示を一か所に集めて作られた。その後、2006 年に「肥料・煙害展示室」、2012 年には

「企画展示室」を加え、現在では、農事試験場当時の歴史的な煙害資料から最新の温暖化適応策

研究や放射能モニタリング研究までを幅広く展示している。2014 年には秋篠宮殿下と佳子内親王

殿下が視察されたほか、農林水産大臣や政務官、農林水産省の担当官、国内外の研究者、研修生

など多くの視察・見学を受けているが、ここでは、それら以外の一般の人を対象にした広報関係

の利用について紹介する。 

 

２．研究所公開 

 展示館オープン後 11 年間における広報関係の来訪者数を表 1 にまとめた。来訪者数は、東日本大

震災があった 2011 年および一般公開が悪天候だった 2008 年には大きく落ち込んでいるものの、着

実に増加している。特に、春に開催する一般公開と 2013 年より始めた夏休み公開では、展示館を開

放して研究者が解説するため、多くの人に来館いただき好評を得ている。 
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表１：農業環境インベントリー展示館の来訪者数（広報活動関係） 

研究標本館 
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３．研究所見学 

 2009 年にセミナー室を新設し、見学者は本館の会議室に移動することなく、研究所紹介ビデオを

視聴したり、研究者の講義を受けたりできるようになった。このころから、スーパーサイエンスハイ

スクール（SSH：文科省の指定を受けて理数科教育に力を入れる高校）の見学が増え、年間の見学者

数が増加した。このような見学は、「研究者による研究紹介」と「展示館見学」の組み合わせを基本

とし、展示館見学の多くを広報情報室が担当している。2014 年 8 月から翌年 7 月までの見学アンケ

ート結果を図 3 に示すが、おおむね好評であった。また、自由記入でも、「さまざまな標本を見て知

らないことを知ることができた」、「我々の生活を豊かにしてくれる“科学”を身近に感じられた」

などの意見が多数寄せられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１：一般公開のようす 

左：土壌情報閲覧システムの体験（2012年 一般公開）、中央：低カドミウム米「コシヒカリ環 1号」を解説

（2014年 一般公開）、右：身近な昆虫の標本を見る小学生（2014年 夏休み公開） 

図２：見学のようす 

左：セミナー室で研究者が高校生に講義（2014年）、右：茨城大学が招聘したインドネシアとタイ

の学生（2015年） 

図３：アンケート結果 

2014年 8月～2015年 7月に団体見学に実施。

設問は「見学した感想を選択してください」。 
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４．その他のイベント 

 つくばちびっ子博士（つくば市などが主催、市内の研究所などを見学する小中学生対象のスタンプ

ラリー）、サイエンスキャンプ（JST 主催、高校生対象の科学技術体験合宿プログラム）でも展示館

見学を実施した。また、2015 年の国際土壌年には、農環研サイエンスカフェ「『土壌』は足もとに

広がる宇宙」を開催して、多くの参加者に土壌について学んでもらった（2014 年度）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問い合わせ先 

 広報情報室 

 電話: 029-838-8191 e-mail：kouhou@niaes.affrc.go.jp 

図４：その他のイベント 

左：つくばちびっ子博士（2012年）、右：サイエンスカフェ（2015年） 

研究標本館：農業環境インベントリー展示館の広報活動への利用
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